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第３７号　（２００６．１１）

作家向田邦子さんが亡くなってから２５年。テレビの人気脚本家から直木賞作家と

なり、さらなる飛躍を期待されていたところでした。

今秋、図書館では作品はもちろん、暮らしの達人としても人気を集めていた向田

さんの世界に誘う展示を行います。若い世代の皆さんが、偉大な先輩・向田邦子

さんに触れるきっかけにしていただければ幸いです。

会期中の１２月２日（土）には妹の向田和子さんをお迎えし、お姉様の思い出を語っ

ていただくトークイベントを行います。お誘い合せの上、ふるってご参加ください。

　没後２５年 向田邦子展　～ その魅力に出逢う ～
会　　期 ：１１月２７日（月）～１２月１５日（金）　午前１１時～午後４時　日曜休館・入館無料
会　　場 ：実践女子学園 香雪記念資料館 展示室

　「姉・向田邦子の素顔を語る」
講　　師 ：向田和子氏（実妹）
日　　時 ：１２月２日（土）午後２時～３時半　入場無料
申込方法 ：学内者は図書館カウンターで申し込んでください。

学外の方は往復はがきに住所・氏名・電話番号を明記の上、下記宛先までお送りください。
　　　　　　　　　　＊１名様１枚の往復はがきでご応募ください。　１１月２０日必着（応募者多数の場合抽選）
　　　　　　　　　　　〒１９１－８５１０　日野市大坂上４－１－１　実践女子大学図書館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催：実践女子学園香雪記念資料館　協力：向田邦子研究会

向田邦子
昭和４（１９２９）年向田家の長女として東京に生まれる。昭

和２５年実践女子専門学校を卒業後、昭和２７年より雄鶏社

にて映画雑誌の編集に携わる。その後、テレビ・ラジオの

台本を執筆。「七人の孫」で人気を博し、「寺内貫太郎一

家」「あ・うん」など次々と傑作ドラマを生み出す。昭和

５５年には第８３回直木賞受賞。小説家としても高い評価を

得るも、昭和５６年飛行機事故で突然の死去。鋭い人間描

写で描いた数々の作品は、現在も色褪せない。

向田和子
昭和１３（１９３８）年向田家の三女として東京に生

まれる。実践女子短期大学を卒業後、保険会

社などに勤務。その後、喫茶店経営を経て、

姉邦子とともに東京赤坂に惣菜･酒の店「ま

まや」を開店。この間のことは、著書『かけ

がえのない贈り物　ままやと姉・邦子』に詳しい。「ままや」

は平成１０年３月、２０年間の営業を経て閉店。著書に『向田邦

子の青春　写真とエッセイで綴る姉の素顔』『向田邦子の手

料理』『向田邦子の遺言』『向田邦子の恋文』がある。
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　向田邦子さんと飯塚幸子学長とは実践女子専
門学校の同期生だった。向田さんは国語科で学
長は家政科、親しい交流はなかったというが、
戦後すぐの時期に上級学校に進学する女性はほ
んの一握り、お互いに見知った間柄だったとい
う。また、お話を伺っていくうち、目黒高女(現
都立目黒高校)でも同期生であったことがわかっ
た。お二人は戦中戦後の時代背景の中、９年近
く同じ学び舎で少女期を過ごされた。当時の学
校のこと、向田さんの印象などを聞いた。

　―終戦後、間もない頃に実践に入られたので
すね。

　昭和２１年です。向田さんはその翌年ですね。女
学校は５年制でしたが当時は４年からでも５年か
らでも上級学校へ進学できたのです（注）。終戦直
後のことで、高等教育を受けようとする人にはき
ちんとした目標がありました。皆さん授業をサボ
るなんてことはまずありません。学校が第一でア
ルバイトも頑張るという時代でしたね。

　―向田さんの印象はいかがでしたか。

　私はわりあいと学友会や常磐祭に駆り出され
る方でしたが、向田さんはそういったことにお
顔を出さない方でした。ですから科を越えてま
で親しくなる機会はなかったですね。みんなで

何かをやって盛り上がろうというよりは、
ちょっと冷めた感じでした。女学校の時からバ
レーボールの選手だったのは印象に残っていま
す。花形選手ではなかったと思いますよ。勉強
熱心というよりは、興味のあることに対して取
り組んでいらしたのでしょうね。後年作家にな
るような面影は、少女時代には感じられなかっ
たのが私の印象です。

　―当時の実践の様子はどうだったのでしょうか。

　焼け跡ですから冬でも暖房などはありませ
ん。学生の意識が高く、必ず資格を取って働く
ぞという感じがありました。ほとんどの人が教
職志望でしたね。超高名な先生が弟子を授業に
出すようなことが起こると「本物を出せ」と言っ
たり、家政科にも哲学の授業をとカリキュラム
に要望する人もいました。渋谷は場所が良かっ
たので、非常勤講師にもユニークで個性的な著
名人が多くおられました。また、課外では流行
作家や学者の講演会もあって、「源氏物語」の池
田亀鑑先生のお話を聞きました。向田さんもお
聞きになったんじゃないでしょうか。

　―ドラマで「源氏物語」（沢田研二主演）や西鶴
の「好色一代女」を下敷きにした「隣りの女」（桃井
かおり主演）を書かれています、影響大ですね。
　―当時、学生の就職状況はどうだったので
しょうか。

　国語科は殆ど就職だったようですが、家政科
は良妻賢母を目指しているので、お稽古事を続
けるとか結婚する人も多かったです。今のよう
な就職戦線はありません。自分で働き口を探し
ましたね。

　―目黒高女時代のお話も聞かせてください。

　目黒高女は祐天寺にありました。渋谷にあっ
た実践は歩いても通える地の利の良い所で、何
人か進学しました。戦争のさなかで２年生（昭
１８）の終わりから勤労動員が始まり、３年生で
は殆ど勉強しないまま４年生で終戦でした。ク
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学生時代の向田邦子さん
目黒高女から実践女子専門学校へ

（昭和１７年～２５年）

（注）学長は女学校４年で実践へ進学し、向田さんは　
　　５年で進学した。

学長インタビュー

飯塚幸子先生に聞く！
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没後25年にちなんだ関連企画エトセトラ�
� こんなにいろいろありました！�

ラスごとに割り当てられた軍事工場へ通って旋
盤工、検査工などをやりました。空襲で電車が
止まると線路の上を歩いてでも工場へ行きまし
た。軍国の少女だったんですね。
　目黒高女の国語の先生に新聞記者出身の方が
いらして、勤労動員の仕事の後、希望者を集め
て古典を読んでくださいました。「平家物語」を
解説してくださったのを忘れません。中でも
「桐一葉」を熱っぽく語ってくださったことを覚
えています。私たちは日本が勝つと思っていま
したけど、先生は日本が負けたらこういうもの
も読めなくなるかもしれない、だから今君たち
に教えてあげると。向田さんとは工場が違いま
したが、きっとお聞きになったと思います。

　―終戦後、学校の様子は変わりましたか。

　盛んになったのは作文と演劇です。演劇は
特に盛んでした。いつも主役をやるスターが
いるわけです。向田さんはそういう中にはい
なかったと思います。終戦後でしたけど割合と
進んだものをやってましたよ｢人形の家｣とか。
女性の解放ですよね。何かやっていこう、とい
う感じでした。面白い世界を見せてく
ださる先生がいたからでしょうね。

【芸能】
　「びっくり箱―姉妹編―」（全国公演） 　３月２４日（金）～４月２３日（日）

原作：向田邦子　脚本：中島淳彦　演出：福島三郎　出演：沢口靖子、余貴美子、永島敏行ほか
（ＮＨＫ衛星第２にて６／１０放送、ＮＨＫ教育テレビにて８／２７放送）　

　「阿修羅のごとく」（博多座）　７月１日（土）～２６日（水）
原作：向田邦子　脚本：小池倫代　演出：西川信廣　出演：山本陽子、中田喜子、森口博子、細川ふみ
　　　えほか

　「向田邦子没後２５年 立川談志・志らく親子会」　９月２６日（火）　東京芸術劇場中ホール
　「あ・うん」　１２月２０日（水）～２８日（木）　新宿 シアターモリエール

原作：向田邦子　脚色・演出：立川志らく　出演：立川志らく、朝倉伸二、北原佐和子ほか

【展示】
　「没後２５年　向田邦子展～凛として生きて」　４月２６日（水）～５月８日（日）　銀座松坂屋　

主催：ＮＨＫサービスセンター

　「向田邦子に出逢う」　１１月２２日（水）～１２月２５日（月）　かごしま近代文学館　文学サロン
【出版物など】
雑誌『小説新潮』８月号「特集 没後２５年　向田邦子に逢いたくて」　新潮社　８６０円
雑誌『和樂』９月号「向田邦子 その美と暮らし」　小学館　１，３００円
ＣＤ 加藤治子、奈良岡朋子朗読「向田邦子 花の名前、かわうそ（『思い出トランプ』より）」
　付・向田邦子自作を語る　新潮社　２，１００円

ＤＶＤ 向田邦子脚本『寺内貫太郎一家』 ＢＯＸ１～３　出演：小林亜星、加藤治子ほか 　ＴＢＳ　各１５，２００円
ＤＶＤ 向田邦子ほか脚本『時間ですよ１９７１』 ＢＯＸ１～３　出演：森光子、船越英二ほか　 ＴＢＳ　各１５，２００円

そのときは何でもなかったかもしれないけれ
ど、向田さんがものを書くということに影響が
あったと思いますね。

　―大人になってからのことはご存知ですか。

　３０代で物書きになられたあと、クラスメート
に｢自分は本当にやってゆけるんだろうか｣とか
「養ってくれる人はいないかしら」などと話した
ことがあると聞きました。
　２０代の雑誌の仕事で力を蓄えられて後年ご活
躍になったのだと思います。

 お話を伺って

　飯塚学長が目黒高女でも向田さんと同期生で
あったことは驚きで、これまで女学校時代の語り
部はいなかっただけに貴重なお話をお聞きするこ
とができた。向田さんは鹿児島で過ごした思春期
にお父様の文学全集を読み、多感な少女期に作文
と演劇が盛んな目黒高女で指導を受け、実践で著
名な先生方に古典を学んだのであった。作家向田
邦子の土台を垣間見たように思う。
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予 告 編�

OPACリニューアル！（2007年4月より）

1.パソコンから資料予約、大学・短大間資
　料取寄せが可能に！

　貸出中の資料に予約をかけたり、大学生は短
大の、短大生は大学の資料をボタン一つで取寄
せ依頼を行ったりすることができます（ユー
ザーＩＤとパスワードが必要となります）。予約
した図書が返却されると、自動的に指定した
メールアドレスに通知されます。

　当館は２００７年度４月より図書館新システムで業務を行います。それに伴い蔵書検索（OPAC）の画

面と機能をリニューアルします。この新OPACは非常に見やすく使いやすい画面構成となっています。

導入によって時間と場所を問わず利用でき、書誌・所蔵の参照だけでなく、これまでシステムの制約

上できなかった各種情報提供サービスも可能となります。また、専用用紙で行っていただいている各

種申請は、OPAC検索と自動連動したウェブからの入力となります。これによりペーパーレス化や利

用者の皆さんの各種申請に対する書誌項目の記入作業の軽減や重複入力の回避が実現されます。ここ

では、現在予定されている各種機能をご紹介します。

2.各種申請もパソコンから可能に！

　「貸出・予約状況照会」「紹介状申込み」、「文
献複写・貸借申込み」、「希望図書購入申込み」な
どが自宅や外出先からでも可能となります。資
料および文献コピー到着時に指定したメールア
ドレスにメールで自動通知されます。

　Webクライアントアーキテク
チャーを採用し、基本機能はす
べてブラウザで動作します。
UCSコード採用により多言語環
境を実現し、業務の効率化と利
用者の利便性を共存したシステ
ムです。

新図書館システム
　E-Cats Libraryとは

必要な情報にいつでもアクセス�

必要な資料をいつでも入手�

横断検索、複写取寄、�
資料借受�

利用者からのリクエスト� WWWブラウザ�

国立情報学研究所殿�
（NII）�

利用者を主体に考えた情報提供�

「Ｅ－Ｃａｔｓ Ｌｉｂｒａｒｙ」�

業務システム�

エンドユーザサービス�

イントラネットＷｅｂ型�
図書館システム�

Ｗｅｂ� Ｗｅｂ�
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後期から導入した新サービス

3.検索結果リストを「メール送信」や「フィル出力」可能に！

　指定したメール・アドレスに検索結果リストを送信します。また、検索結果をテキストファイルと
して出力できますので、文献リスト作成も容易になります。

4. 多くのデータベースを一括横断検索！　　
　　各種データベース検索と文献複写申込がシームレスに！

　国立国会図書館の「雑誌記事索引データベース」などの各種データベースを、統合された一つの画
面で一括検索し、その結果を自動流用して文献複写や資料貸借の依頼を行うことが可能となります。こ
れにより皆さんの各種申請項目記入作業が軽減されます。

　上記に紹介したサービスはまだ構想段階のものですので、全てが２００７年４月から開始されるわけで
はありませんが、学園方針である「教育内容のさらなる充実と質の向上」に貢献できるよう遠隔サー
ビスを充実させていきます。３月に卒業される皆さんには卒業生として登録していただくことで、ご
自宅から種々のサービスをご利用していただけるように検討中です。卒業後も皆さんの研究を支援し
ます。

新編国歌大観CD-ROM（大学図書館）

　しばらくサービスを停止していた、日本の和
歌の集大成である『新編国歌大観』CD-ROM版
をネットワークでお使いいただくことが可能と
なりました。図書館内の情報検索用端末の図の
アイコンをクリックして下さい。

PC端末設置（大学図書館）

　もうお気づきになったでしょうか。大学図書
館１階グランド側の閲覧席付近に１台情報検索
用端末を増設しました。来年度以降も継続的
に、１階書架付近に端末の増設を計画していま
す。ご期待下さい。

MAGAZINEPLUSに新機能

　前号でお知らせした雑誌記事検索データベー
スMAGAZINEPLUSに大学図書館総合目録
WebcatPLUSがリンクされました。当館所蔵
（雑誌）だけでなく、他大学の所蔵も同時に調べ
ることができます。以下の図が目印です。
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古事類苑　飲食部
　神宮司廳編， 吉川弘文館 , １９７１
　　　（大学図書館所蔵 ０３１．２‖Ｋｏ ３９‖３９
　　　  参考図書コーナー）

守貞謾稿
　喜田川守貞著， 東京堂出版 , １９９２
　　　（大学図書館所蔵 ３８２．１‖Ｋｉ ６３‖５）

大学　食生活科学科　教授

大久保　洋  子

　　～日本の食文化入門～

　人々は何をどのように食べてきたのか？
現在の食べ物の食べ方や調理法はどのよう
に作られ発展してきたのか？その背景を紐
解く事によって人の営みが見えてくる。現
在のこの混沌とした世情が食を通してどの
ような方向に向かっ
て進んでいるのか、
我々は少しでもよい
方向に舵取りをしな
ければならない。し
かし、過去に遡って
食物を調べることは
難航することが多
い。なぜなら食物は
食べてしまって残ら
ないからである。ま
して味となるとます
ます想像する事すらむずかしい。それでも
記録技術の発展により過去のものを知るこ
とができる。本書は文献調査のバイブルの
ような存在である。例えば調べたい内容が
本書に記載されている項目であれば幸いで
ある。項目に関して過去の主な記載本と引
用文を知る事ができる。残念ながら収録本
の出版年はないので各自で調査が必要であ
る。そして個々の資料にあたって目的とす
る問題を解明することができるのである。
食文化研究の基本的方法として本書を是非
活用してほしい。
　つぎに紹介したいのは喜田川守貞著『守

貞謾稿』である。著者は３０歳まで上方で過
ごし、その後江戸に移って当時の３大都市
すなわち京都、大阪（上方）、江戸とを綿密
に比較して記述している。天保八年（１８３７）
から３０年かけて書き上げたもので、当時の
人々の生活すべての現象を網羅していると
いってよい。江戸時代の風俗すなわち衣食
住に関する知識を得るには是非読んでほし
い本である。原著は漢字とカタカナ書きで

あるが、活字本が数
種類出版されてい
る。文庫本は岩波か
ら『近世風俗志』５
冊本が出ている。興
味深いのは写真な
どない時代に筆１
本で文章描写も巧
みな上に、絵図で示
していることであ
る。たとえば江戸の
にぎりずしについ

て「鶏卵焼、車海老、海老そぼろ、白魚、ま
ぐろさしみ、こはだ、あなご甘煮長のまま
なり。・・・」という記述のみならば現在のも
のと当てはめて想像するしかないが、なん
と事細かに図示しているので、すでに巻き
ずしも今と変わらない形であることがわか
る。
　食生活が豊かになったのはつい最近のこ
とであり、情報化の現象とあいまって今ま
でにない問題点が多く指摘されている。変
動激しい食事情に賢くたちまわるためにも
日本の食文化をよく知った上で私達の食生
活を大切にしませんか！
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　　　　　　　　　　　　　　　　～第７回　立川市中央図書館

＜立川市中央図書館＞

蔵書：図書 ４０万冊　
　　　雑誌 ３６０種
〒190-0012
東京都立川市曙町2-36-2
  ファーレ立川・
  センタースクエアビル内
TEL : 042-528-6800
URL: www.library.
　　  tachikawa.tokyo.jp/
蔵書検索あり

　立川市図書館は中央館と８つの分館で構成さ
れる。今回はその中央図書館を見学させていた
だいた。中央図書館は、多摩地区の交通の要衝
となっている立川駅北口からペデストリアンを
北に向かって歩くこと６分、ファーレ立川セン
タースクエアビルの2階から4階に位置する。延
床面積は４，９５１平米（日野市立中央図書館の約２
倍）で、多摩地区でも有数の大規模図書館であ
る。この広い中央図書館を、正規職員数３２名（う
ち有司書有資格者１１名）、嘱託職員８名、及び臨
時職員５０名で管理・運営されている。

　２階の入口を入るとまず通路右側に曲線で構
成される展示ディスプレイの新着図書コーナー
に目が留まる。通路左側はガラス張りとなって
おり、その向うには日本全国・世界の主要紙、及
び３６０誌近くの購入雑誌が配列され、ソファに
座りながらそれらの新着号を手に取って見るこ
とができるようになっている。
　中央図書館の蔵書は図書資料に限ってみれば
和・洋合わせて約４０万冊で、そのうち２７万冊を実
際に手に取って見ることが可能である。大まか
に区別すると次のように資料が配架されている。

　２階　新聞・雑誌、一般図書、点字資料、
　　　　地域行政資料
　３階　視聴覚資料、ヤングアダルト資料、
　　　　外国語図書、参考図書
　４階　児童書、絵本、紙芝居

　今年度の４月から８月までの「日別貸出人数
統計」を拝見したが、休館日を無視して計算す
ると、平均して１日約６００人の方が中央図書館
から本を借りていることになり、土日祝日だけ
でなく平日の貸出利用者が多いのも特徴である
（実際の入館利用者はもっといる）。
　どのコーナーでもそうなのだが、配架方法や
展示ディスプレイのセンスの良さに感心させら
れる。例えば、４階の児童書コーナーは、子供
の目線に配慮して、世代順で棚の高さなどを変

えることによりコーナー分けを行い、「赤ちゃ
ん→幼児→児童→小学校低学年→小学校中学
年」と言うように無理なく読書していけるよう
図書が配列されている。初めに何から読んだら
いいか、次に何を読んだらいいかを困っている
子供や両親への支援として、図書館側があらか
じめ選択した「お奨め本」も用意されている。

　中央図書館の特色は一言では言い表せないほ
ど多彩である。一つは１日平均約１，４００冊（『日
本の図書館』 ２００５より）の図書を貸出す「貸出
図書館」としての側面である。また、調査や質
問を受け付けるレファレンス室及び地域の情報
源や独自作成「立川市関連新聞記事索引データ
ベース」の公開を行ったりする｢参考調査図書
館｣としての側面、市産業振興課との連携で
行っている「ビジネス支援図書館」としての側
面、日本のみならず海外の童話や絵本までを揃
える「児童図書館」としての側面、外国人コミュ
ニティへのサービスを行う「多文化社会図書
館」としての側面などであり、どれもが高いレ
ベルで維持されている。
　立川市図書館の利用は、立川市在住・在勤・
在学と限られるのは残念だが、中央図書館近く
には５０万冊の在庫を誇るオリオン書房ノルテ店
もあり、本探しには欠かせない一大拠点となっ
ている。学校帰りに一度足を運んでみてはいか
がでしょうか。　　　　見学日：１０月１０日（火）
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短期大学図書館
開館時間

通　常：月～金 ９：００ ～ １８：４５

土 ９：００ ～ １６：００

冬休み特別貸出

期　　間：１２／１１（月） ～ １２／２２（金）

返 却 日：１／１０（水）

対象資料：図書　冊数無制限

ＡＶ資料　６点

　※指定図書・雑誌は通常通り

試験期の貸出

１／６（土） ～ １／２２（月）　３日間貸出

２月以降の開館時間

月～土 ９：００ ～ １６：００

春休み特別貸出

期　　間：１／２３（火） ～ ３／１７（土）

返 却 日：４／１１（水）［卒業予定者 ３／１９（月）］

対象資料：図書　冊数無制限

ＡＶ資料　６点

　※指定図書・雑誌は通常通り

休館日

１２／１３（水）は書庫整理のため

１２／２５（月）～１／５（金）は冬期休業のため

２／１（木）～２／１０（土）は入試、書庫内点検のため

３／６（火）は一般入試�期のため

３／２１（水）～４／４（水）は新年度準備のため

２００６年１２月～２００７年３月

Ｌｉｂｒａｒｙ　Ｍａｔｅ　第３７号　２００６年１１月

実 践 女 子 大 学 図 書 館
東 京 都 日 野 市 大 坂 上４－１－１

実 践 女 子 短 期 大 学 図 書 館
東 京 都 日 野 市 神 明１－１３－１

栗 　 原 　 　 敦 　

発 行 所

発行責任者

URL:http://www.jissen.ac.jp/library/

URL:http://www.jissen.ac.jp/library/jcol/

編　集　後　記

○詳細や変更は掲示・ホームページにてお知らせします。

大 学 図 書 館
開館時間
通　常：月～金 ８：５０ ～ １９：３０

土 ８：５０ ～ １６：００
冬休み特別貸出
期　　間：１２／１１（月） ～ １／６（土）
返 却 日：１／１０（水）
対象資料：図書のみ　冊数無制限

　※指定図書・雑誌は通常通り
冬休み中の開館（１２／２５ ～ １／６）
開館日 ： １２／２６ 、 ２７ 、１／６
開館時間 ： ９：００ ～ １６：００

試験期の貸出
１／９（火） ～ １／２３（火）　３日間貸出
　対象者 ： 大学生・短大生
試験期の開館時間（１／９ ～ １／３１）
月～金 ８：５０ ～ １９：３０
土 ８：５０ ～ １７：００

２月以降の開館時間
月～土 ９：００ ～ １６：００

春休み特別貸出
期　　間：１／２４（水） ～ ３／２３（金）
返 却 日：４／１１（水）［卒業予定者 ３／１９（月）］
対象資料：図書のみ　冊数無制限

　※指定図書・雑誌は通常通り
休館日
１２／２５（月）は書庫整理のため
１／１９（金）、 ２０（土）はセンター入試のため
２／３（土）～２／７（水）は入試のため
２／２０（火）～３／５（月）は蔵書点検のため
３／６（火）は後期入試のため
３／２４（土）～４／４（水）は新年度準備のため

今号は「没後２５年向田邦子展」をご案内するた

め、例年より発行を早めてお届けします。学生時

代の向田さんをご存知の飯塚学長にお話しいた

だきました。先生のご経験や当時の様子を垣間

見ることができます。ご覧の上、展示とトークイ

ベントにも是非ご来場ください。　  （かわしま）


